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初
日
、
会
期
を
12
月
16
日

ま
で
の
８
日
間
と
定
め
、
会

議
録
署
名
議
員
の
指
名
、
諸

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

外
川
市
長
の
あ
い
さ
つ
と

議
案
の
総
括
説
明
の
後
、
議

事
に
入
り
、
提
案
理
由
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
28
件
は
、

総
務
企
画
、
建
設
経
済
、
教

育
民
生
の
各
常
任
委
員
会
に

そ
れ
ぞ
れ
付
託
と
な
り
ま
し

た
。５

日
目
に
は
常
任
委
員
会

を
開
催
し
、
６
日
目
か
ら
は

２
日
間
に
わ
た
り
11
人
の
議

員
が
、
理
事
者
側
に
対
し
て

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

８
日
目
の
最
終
日
に
は
、

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
案
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
案
、
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
案
、

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
事

業
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
案
、
学
校
給
食
特
別
会
計

補
正
予
算
案
、
尾
上
地
区
住

宅
団
地
温
泉
事
業
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
案
、

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

案
、
条
例
改
正
案
等
の
議
案

は
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

総
務
企
画
常
任
委
員
会
委

員
長
か
ら
追
加
提
案
さ
れ
た

I
·
¸
¹
º
º
»
¼
�
½
¢

¾
¿
À
�
Á
+
Â
=
Ã
5
9

C
Ä
Å
�
¶
Y
%
{
f
P
z

は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
他
、
閉
会
中
の
各
常

任
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査

と
、
議
会
運
営
に
関
す
る
事

項
等
に
つ
い
て
継
続
調
査
し

た
い
旨
の
申

し
出
が
あ
り
、

申
し
出
の
と

お
り
決
定
し
、

全
日
程
を
終

了
し
ま
し
た
。

平
成
21
年

12
月
14
日
付

で
佐
藤
副
議

長
に
提
出
さ

れ
て
い
た
小

笠
原
前
議
長

の
辞
職
願
は
、

起
立
多
数
で

許
可
さ
れ
ま

し
た
。
単
記

無
記
名
投
票

に
よ
る
議
長

の
選
挙
の
結

果
、
小
田
桐
議
員
が
当
選
し
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、

小
田
桐
新
議
長
が
会
議
を
閉

じ
ま
し
た
。

����	


12
月
16
日
水�

12
月
15
日
火�

12
月
14
日
月�

12
月
13
日
日�

12
月
12
日
土�

12
月
11
日
金�

12
月
10
日
木�

12
月
９
日
水�

本
会
議

一
般
質
問

一
般
質
問

(

休
会)

(

休
会)

常
任
委
員
会

(

議
案
熟
考
の
た

め
休
会)

本
会
議
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家
公
務
員
の
勤
務
時
間

の
改
正
に
伴
い
、
職
員
の
勤

務
時
間
を
改
め
る
。
そ
の
他

所
要
の
改
正
。

+
,
�
-
.
/
0

1
�
	


�
2
3
�
4
5

�
6
7
8
9

:

１
日
８
時
間
勤
務
が
７

時
間
45
分
と
、
15
分
短
縮
さ

れ
る
。
８
時
15
分
開
始
か
ら

17
時
終
了
の
変
更
は
な
い
が
、

昼
休
み
の
時
間
が
12
時
か
ら

12
時
45
分
ま
で
の
45
分
が
、

13
時
ま
で
の
１
時
間
と
な
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

�
�
�
�
;
�
<
=
>
%
&

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�?
(
)
�
"
#
$
%
&
@

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開

発
許
可
制
度
に
お
け
る
適
切

な
土
地
利
用
の
規
制
と
誘
導

を
行
な
う
た
め
。

+
,
�
-
.
/
0

1
A
�
B
�
C
D
>
�
E
F

8
G
H
$
I
J
�
K
L
M
N

O
P
Q
R
S
T
�
Q
�
U
I

�
�
V
Q
T
�
�
#
9

:

関
係
は
あ
る
が
、
今
回

の
一
部
改
正
は
、
緩
和
区
域

の
見
直
し
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
は
、
住
宅
し
か
建
て
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
店

舗
や
事
務
所
、
共
同
住
宅
等

が
追
加
に
な
っ
た
。

�
�
�
�
C
W
(
X
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

?
(
)
�
"
#
$
%
&
@

青
森
県
か
ら
の
財
産
譲
与

に
伴
い
、
平
川
市
農
村
公
園

等
条
例
に
新
山
地
区
農
村
公

園
を
新
た
に
加
え
る
も
の
で

あ
る
。

◆
位
置

新
山
岡
部
67
番
地
１

+
,
�
-
.
/
0

1
Y
#
$
Z
[
\
I
�
]

^
�
E
�
_
`
a
b
�
c
_

`
a
b
�
6
7
8
9

:
計
画
す
る
時
点
に
お
い

て
地
域
の
要
望
に
よ
っ
て
建

設
さ
れ
た
も
の
。
当
然
、
地

域
住
民
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

特
段
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
が
、

管
理
料
と
し
て
、
年
間
８
万

円
が
町
会
へ
支
出
さ
れ
る
。

�
�
�
�
C
d
e
�
f
�
�

?
(
)
�
"
#
$
%
&
@

青
森
県
か
ら
の
財
産
譲
与

に
伴
い
、
平
川
市
農
家
蔵
の

館
の
、
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定

め
る
た
め
。

魅
力
あ
る
農
村
景
観
が
形

成
さ
れ
て
い
る
街
並
み
の
保

全
及
び
利
活
用
を
促
進
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地

域
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
拠
点
施
設

◆
名
称

平
川
市
農
家
蔵
の
館

◆
位
置

金
屋
中
早
稲
田
142
番
地
６

+
,
�
-
.
/
0

1
g
�
�
�
B
�
�
h
i

j
k
�
G
J
l
�
m
�
#
9

:
県
と
協
議
は
し
て
い
る

が
、
最
終
的
に
は
経
済
部
が

発
案
し
、
行
政
事
務
審
議
会

を
経
て
、
独
自
に
制
定
し
た

も
の
で
あ
る
。

'
n
o
p
q
r
�
n
o
s
t

n
o
p
q
r
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p
q
�
u
�

v
�
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/
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�
w
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p
q
�
n
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p
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�
u
�
�
z
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|
}
@

+
,
�
-
.
/
0

1
~
�
e
�
�
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:

当
会
は
、
フ
ァ
ー
ム
ス

テ
イ
を
実
施
し
て
お
り
、
そ

の
料
金
の
中
に
維
持
費
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
各

種
賞
金
等
も
あ
り
、
管
理
料

は
協
議
の
上
、
無
料
と
な
っ

て
い
る
。

1
p
q
�
u
�
�
�
�
^

G
J
q
�
�
6
7
8
9

:

初
め
て
の
指
定
管
理
で

あ
り
、
様
子
を
見
る
た
め
で

あ
る
。

�
�
�
�
D
�
�
N
�
<
=

�
�
o
�
6
7
8

�
川
辺
地
総
合
整
備
計
画

の
計
画
内
容
を
含
め
、
東
部

辺
地
総
合
整
備
計
画
を
新
た

に
作
成
し
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
ゼ
ロ
地
域
及
び
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
難
視
聴
世
帯
の
解

消
を
図
る
。

(

変
更
前)

市
道

(

平)

22

号
線
道
路
改
良
工
事
、
�
川

診
療
所
医
療
機
器
更
新
事
業

?
2
3
�
@

��
�
�
�
�
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�
�
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�
�
�
�
 
¡

¢
£
N
�
s
t
¤
¥
%
£
N

�
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:

町
会
か
ら
の
要
望
が
あ
っ

た
事
業
で
あ
る
が
、
地
権
者

か
ら
用
地
の
協
力
を
得
ら
れ

ず
、
中
止
と
な
っ
た
。

�
�
�
�
«
¬
D
P
i
­
�

�
<
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�
2
3
�
6
7
8

平
川
市
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
に
、
小
中
学
校
太
陽

光
発
電
設
備
設
置
事
業
、
光

回
線
敷
設
整
備
及
び
辺
地
共

聴
施
設
整
備
事
業
を
追
加
し
、

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ゼ
ロ
地
域
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及
び
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難

視
聴
世
帯
の
解
消
を
図
る
。

�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�

�

こ
の
計
画
は
平
成
12
年

度
に
策
定
さ
れ
、
前
期
が
平

成
12
年
度
〜
平
成
16
年
度
で

あ
り
、
終
了
し
て
い
る
。
平

成
17
年
度
〜
平
成
21
年
度
の

後
期
計
画
が
続
い
て
お
り
、

最
終
年
度
で
あ
る
平
成
21
年

度
に
行
う
予
定
。

�
�
�
�
�
�
�
 
�
�
�

�

平
川
市
電
算
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
つ
い
て
請
負
契
約
を

締
結
す
る
。

◆
名
称

平
川
市
電
算
シ
ス
テ
ム
構

築
事
業

◆
契
約
の
相
手
方

青
森
市
大
字
三
内
字
丸
山

393
番
地
270

株
式
会
社
青
森

電
子
計
算
セ
ン
タ
ー

代
表

取
締
役
葛
西
義
明

◆
請
負
代
金

１
億
７
８
０
８
万
円

◆
期
間

契
約
日
の
翌
日
か
ら
平
成

23
年
３
月
25
日
ま
で

◆
内
容

28
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
シ

ス
テ
ム
稼
動
に
必
要
な
機
器

の
導
入

�
�
�
�
�
�
�

�
�
 
�
!
"
#
�
�
$

%
&
�
'
(
�
�
)
�

�

県
内
９
町
村(

大
間
町
・

東
通
村
・
野
辺
地
町
・
�
田

村
・
田
舎
館
村
・
西
目
屋
村
・

三
戸
町
・
田
子
町
・
佐
井
村)

で
導
入
し
て
い
る
実
績
が
あ

る
。

�
*
+
�
 
�
,
)
�
 

-
%
'
�
.
�

�

こ
の
件
は
、
入
札
に
そ

ぐ
わ
な
い
と
い
う
判
断
で
、

(

※)

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
行

い
、
そ
の
内
容
を
十
分
精
査

し
、
総
合
的
な
判
断
で
決
定

し
た
。

/
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1
2
3
4
5
6
7
8
9
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<
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E
L
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M
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O
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P
�
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Q
R
S
T
U
V
W
 
�
X

Y
Z
[
�
�
�
�
\
]
^

��

�
_
`
a
b
.
c


d
e

広
域
市
町
村
圏
計
画
及
び

ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
計
画
の

廃
止
に
よ
り
、
広
域
連
合
の

処
理
す
る
事
務
を
変
更
す
る

た
め
。

�
]
f
g
V
h
i


j
k

l
m
n
o
p
@
a
`
a
b
.

c
�
q
r
s
'
)
t
u
%
�

�
体
育
館
は
、
指
定
管
理

に
移
行
し
や
す
い
状
況
で
あ

り
、
そ
の
後
体
制
を
整
え
な

が
ら
４
月
以
降
の
本
格
的
な

以
降
に
備
え
る
。

�
v
c
.
w
3
x
s
y
z

{
|
3
}
~
�
�
�
�
t
�

�
�
#
%
�

�

早
い
時
期
の
移
行
を
考

え
て
い
る
が
、
体
育
協
会
は
、

立
ち
上
が
っ
て
ま
だ
間
も
な

い
た
め
、
最
低
１
年
は
今
の

状
況
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

�
]
f
g
V
h
i


j
�

�
0
3
5
�
�
�
�
�
%
&

�
'
)
�
.
�

�

水
泳
教
室
は
継
続
し
て

い
く
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
o
�
�
�
�
�
�
�
�
t

�
q
r
E
�
�
r
�
O
)
t

u
%
�
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施
設
が
老
朽
化
し
て
お

り
、
今
後
の
維
持
管
理
料
が

ふ
え
る
と
想
定
さ
れ
る
の
で
、

２
年
ご
と
に
見
直
し
て
い
く
。

�
�
�
�

予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
０
２
万

６
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

169
億
８
９
１
９
万
２
０
０
０

円
と
す
る
。

歳
入
は
、
普
通
地
方
交
付

税
決
定
に
よ
り
２
億
２
７
０

４
万
８
０
０
０
円
の
増
、
国

庫
支
出
金
は
、
介
護
・
訓
練

等
給
付
費
の
増
額
や
子
育
て

応
援
特
別
手
当
交
付
金
の
減

額
に
よ
り
１
億
５
６
７
２
万

８
０
０
０
円
の
減
。
県
支
出

金
は
介
護
・
訓
練
等
給
付
費

の
増
額
や
高
品
質
り
ん
ご
安

定
出
荷
体
制
強
化
事
業
補
助

金
の
減
額
に
よ
り
847
万
２
０

０
０
円
の
増
額
。
市
債
管
理

基
金
繰
入
金
及
び
財
政
調
整

基
金
繰
入
金
の
繰
り
入
れ
と

り
や
め
、
一
部
減
額
に
よ
り

２
７
４
５
万
３
０
０
０
円
の

増
額
。
建
設
機
械
整
備
事
業

お
よ
び
橋
り
ょ
う
整
備
事
業

に
要
す
る
起
債
が
県
か
ら
許

可
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
債

５
９
９
０
万
円
の
増
額
が
主

な
理
由
で
あ
る
。

歳
出
で
は
、
福
祉
灯
油
扶

助
事
業
費
１
４
４
０
万
円
、
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施設名称 指定管理者 期 間 新･継

平川市平賀総合運動施設体育館 特定非営利活動法人
平川市体育協会 平成22年１月１日 ～ 平成25年３月31日 新

平川市平賀総合運動施設グラウンド 特定非営利活動法人
平川市体育協会 平成22年４月１日 ～ 平成25年３月31日 新

平川市平賀総合運動施設屋内温水プール 特定非営利活動法人
平川市体育協会 平成22年４月１日 ～ 平成25年３月31日 新

平川市屋内プール (ゆうえい館) 碇ヶ関開発株式会社 平成22年４月１日 ～ 平成25年３月31日 継

船岡集会所 久吉地区町会 平成22年４月１日 ～ 平成27年３月31日 継

平川市地域特産品生産施設 碇ヶ関開発株式会社 平成22年４月１日 ～ 平成27年３月31日 継

平川市碇ヶ関関所 碇ヶ関開発株式会社 平成22年４月１日 ～ 平成27年３月31日 継

平川市温泉交流館 ｢御仮屋御殿｣ 碇ヶ関開発株式会社 平成22年４月１日 ～ 平成27年３月31日 継

平川市久吉温泉自然休暇村たけのこの里 碇ヶ関開発株式会社 平成22年４月１日 ～ 平成24年３月31日 継

平川市かわや棟 碇ヶ関開発株式会社 平成22年４月１日 ～ 平成27年３月31日 継

平川市文化観光館 碇ヶ関開発株式会社 平成22年４月１日 ～ 平成27年３月31日 継

平川市農家蔵の館 特定非営利活動法人
尾上蔵保存利活用促進会 平成22年４月１日 ～ 平成25年３月31日 新

※農家蔵の館は､ 条例案 (３ページ) で質疑応答掲載｡
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介
護
訓
練
給
付
費
６
１
２
１

万
８
０
０
０
円
、
耐
震
改
修

促
進
計
画
策
定
業
務
委
託
料

683
万
６
０
０
０
円
、
猿
賀
公

園
整
備
工
事
費
260
万
円
を
措

置
し
た
こ
と
。
大
坊
小
学
校

校
舎
屋
根
の
塗
装
工
事
の
入

札
減
や
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

特
別
会
計
繰
出
金
115
万
２
０

０
０
円
の
減
額
及
び
、
各
款

を
通
じ
て
人
件
費
調
整
分
と

し
て
４
２
９
２
万
８
０
０
０

円
を
減
額
し
た
こ
と
が
、
増

額
の
主
な
理
由
で
あ
る
。
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市
内
全
域
の
一
般
住
宅

で
あ
る
。
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/
2
3
4
5
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7
 

!

利
息
の
１
％
を
補
助
。

�
8
9
:
;
<
=
>
?
@

A
B
C
#
D
�
2
3
 

!

国
か
ら
の
緊
急
地
震
速

報
等
を
瞬
時
に
全
市
町
村
が

受
信
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

�
E
�
F
G
-
H
I
J
K

L
1
/
,
�
D
�
M
N
�
 

!

平
川
土
地
改
良
区
で
あ

る
。
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予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
９
８
０
万
８

０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額

41
億
６
４
６
０
万
８
０
０
０

円
と
す
る
。

主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は

療
養
給
付
費
２
９
５
０
万
３

０
０
０
円
、
繰
越
金
96
万
９

０
０
０
円
を
追
加
し
、
繰
入

金
66
万
４
０
０
０
円
を
減
額

す
る
。
歳
出
で
は
、
保
険
給

付
費
３
０
４
７
万
２
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
務
費
66
万

４
０
０
０
円
を
減
額
す
る
。

�
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�

�
+
O
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P
Q
R
�
S
T

�
U
V
�
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資
格
証
明
書
は
ゼ
ロ
で

あ
る
。
40
世
帯
く
ら
い
あ
っ

た
が
、
国
の
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
と
し
て
３
ヵ
月

の
短
期
被
保
険
者
証
で
対
応

し
て
い
る
。

�
W
X
Y
Z
'
[
Y
�
+

O
\
]
4
5
6
7
 

!

厚
生
年
金
、
各
種
共
済

組
合
に
20
年
以
上
ま
た
は
、

40
歳
以
降
に
10
年
以
上
加
入

期
間
が
あ
り
、
年
金
の
受
給

権
を
有
す
る
方
で
あ
る
。
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予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
７
４
８
７
万
円

を
追
加
し
、
総
額
28
億
８
９

１
６
万
２
０
０
０
円
と
す
る
。

主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は

保
険
給
付
費
の
追
加
に
対
す

る
負
担
分
と
し
て
、
国
庫
支

出
金
134
万
７
０
０
０
円
、
支

払
基
金
交
付
金
202
万
円
、
県

支
出
金
84
万
２
０
０
０
円
を

追
加
し
、
保
険
給
付
費
の
財

源
不
足
と
前
年
度
国
庫
・
県

支
出
金
等
の
返
還
の
た
め
繰

入
金
７
０
４
３
万
５
０
０
０

円
を
追
加
す
る
ほ
か
、
繰
越

金
を
53
万
７
０
０
０
円
追
加
。

歳
出
で
は
、
前
年
度
介
護
給

付
費
確
定
に
伴
う
国
・
県
支

出
金
返
還
金
６
８
５
９
万
円
、

保
険
給
付
費
673
万
２
０
０
０

円
を
追
加
し
て
お
り
、
地
域

支
援
事
業
費
が
人
件
費
関
係

55
万
円
の
減
額
で
あ
る
。
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介
護
認
定
の
あ
る
方
が

住
宅
の
手
摺
り
、
段
差
、
ト

イ
レ
等
の
改
修
を
行
う
場
合

上
限
20
万
円
で
、
１
割
は
自

己
負
担
、
９
割
は
介
護
保
険

で
負
担
す
る
制
度
。
改
修
を

行
っ
た
業
者
に
支
払
う
。
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予
算
の
総
額
か
ら
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
万
６
０
０

０
円
を
減
額
し
、
総
額
３
億

７
８
８
３
万
６
０
０
０
円
と

す
る
。
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予
算
の
総
額
か
ら
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
115
万
２
０
０

０
円
を
減
額
し
、
総
額
３
億

９
２
２
１
万
３
０
０
０
円
と

す
る
。
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予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
７
９
２
万
円
を

追
加
し
、
総
額
１
８
４
４
万

６
０
０
０
円
と
す
る
。

基
金
を
繰
り
入
れ
、
温
泉

に
含
ま
れ
て
い
る
可
燃
性
ガ

ス
濃
度
を
基
準
以
下
に
抑
え

る
た
め
の
安
全
対
策
工
事
を

実
施
す
る
。
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収
益
的
収
支
の
収
入
に
つ

い
て
、
一
般
会
計
補
助
金
の

繰
出
基
準
の
精
査
等
に
よ
り

178
万
円
を
増
額
し
、
支
出
に

つ
い
て
、
修
繕
費
を
480
万
円

増
額
し
、
借
換
債
に
係
る
支

払
利
息
を
２
４
８
６
万
４
０

０
０
円
減
額
等
で
１
９
９
６

万
円
を
減
額
す
る
。

ま
た
、
資
本
的
収
支
の
収

入
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
出

資
金
の
精
査
に
よ
り
179
万
１

０
０
０
円
を
増
額
し
、
支
出

で
は
、
借
換
債
に
係
る
企
業

償
還
金
１
５
３
９
万
１
０
０

０
円
を
増
額
す
る
。
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収
益
的
収
支
の
収
入
に
つ

い
て
、
職
員
の
給
与
費
減
額

に
伴
い
、
一
般
会
計
補
助
金

を
47
万
９
０
０
０
円
減
額
す

る
。
支
出
で
は
、
同
額
職
員

給
与
費
を
減
額
、
借
換
債
に

係
る
支
払
利
息
を
２
９
９
０

万
５
０
０
０
円
を
減
額
等
に

よ
り
２
９
３
５
万
９
０
０
０

円
を
減
額
す
る
。

ま
た
、
資
本
的
支
出
は
、

借
換
債
に
係
る
企
業
償
還
金

１
８
９
９
万
２
０
０
０
円
を

減
額
す
る
。

g
h
i
j
�
�
k
�
�
l
m

,
)
*
�
l
m
,
n
o
R
p

q
r
s
t
u
Q

本
交
付
金
は
、
水
力
発
電

施
設
周
辺
地
域
住
民
の
福
祉

の
向
上
と
電
源
立
地
の
円
滑

化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
創
設
さ
れ
、
水
力
発
電

は
、
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な

く
、
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
安
定
供
給
に
大
き
く

貢
献
し
て
き
た
。

よ
っ
て
、
平
成
21
年
度
末

で
交
付
期
限
を
迎
え
る
水
力

交
付
金
を
平
成
23
年
度
以
降

は
、
恒
久
的
な
制
度
と
し
、

原
子
力
発
電
交
付
金
と
の
格

差
を
考
慮
し
、
交
付
条
件
の

改
善
や
事
務
手
続
き
の
簡
素

化
を
要
望
し
、
意
見
書
を
提

出
す
る
。
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1 平川市副市長の選任について 原案同意 全会一致 付託省略 ― ―

2 平川市教育委員会委員の任命について 原案同意 全会一致 付託省略 ― ―

3 平川市教育委員会委員の任命について 原案同意 全会一致 付託省略 ― ―

4 平川市監査委員の選任について 原案同意 全会一致 付託省略 ― ―
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125 平川市職員の勤務時間､ 休暇等に関する条例等の一部を改正する条例案 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致

126 平川市都市計画法施行条例の一部を改正する条例案 原案可決 全会一致 建設経済 原案可決 全会一致

127 平川市農村公園等条令の一部を改正する条例案 原案可決 全会一致 建設経済 原案可決 全会一致

128 平川市農家蔵の館条例案 原案可決 全会一致 建設経済 原案可決 全会一致
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129 平川市平賀総合運動施設体育館 原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致

130 平川市平賀総合運動施設グラウンド 原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致

131 平川市平賀総合運動施設屋内温水プール 原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致

132 平川市屋内プール (ゆうえい館) 原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致

133 船岡集会所 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致

134 平川市地域特産品生産施設 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致

135 平川市碇ヶ関関所 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致

136 平川市温泉交流館 ｢御仮屋御殿｣ 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致

137 平川市久吉温泉自然休暇村たけのこの里 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致

138 平川市かわや棟 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致

139 平川市文化観光館 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致

140 平川市農家蔵の館 原案可決 全会一致 建設経済 原案可決 全会一致

�&�'�

141 東部辺地総合整備計画の策定について 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致

142 平川市過疎地域自立促進計画の変更について 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致

143 製造の請負契約について 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致
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145 平成21年度平川市一般会計補正予算案 (第５号) 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致

146 平成21年度平川市国民健康保険特別会計補正予算案 (第２号) 原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致

147 平成21年度平川市介護保険特別会計補正予算案 (第１号) 原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致

148 平成21年度平川市国民健康保険診療施設事業診療所特別会計補正予算案 (第２号) 原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致

149 平成21年度平川市学校給食センター特別会計補正予算案 (第１号) 原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致

150 平成21年度平川市尾上地区住宅団地温泉事業特別会計補正予算案 (第１号) 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致

151 平成21年度平川市水道事業会計補正予算案(第３号) 原案可決 全会一致 建設経済 原案可決 全会一致

152 平成21年度平川市下水道事業会計補正予算案 (第３号) 原案可決 全会一致 建設経済 原案可決 全会一致

��	+,���

4 電源立地地域対策交付金制度の交付期間延長等を求める意見書の提出について 原案可決 全会一致 付託省略 ― ―

��-�./01"#$%�

議長の辞職許可について 許 可 起立採決 付託省略 ― ―
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大
変
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
、
職
員
が
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い
る
の
で
、
か

な
り
評
価
し
て
も
よ
い
と
思
っ

て
い
る
。
政
権
交
代
に
つ
い

て
は
、｢

コ
ン
ク
リ
ー
ト
か

ら
人
へ｣

の
基
本
理
念
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
逆

に
こ
れ
か
ら
社
会
保
障
費
は

充
実
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
る
。
何
と
言
っ

て
も
高
齢
者
と
、
弱
者
と
言

わ
れ
る
弱
い
人
た
ち
に
温
か

い
手
を
伸
べ
る
平
川
市
を
つ

く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
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自
分
で
行
っ
て
、
す

ば
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
だ
と
感

じ
て
い
る
。
平
川
市
の
一
つ

の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

育
て
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う

と
判
断
し
て
い
る
。
最
終
的

に
は
予
算
査
定
が
あ
る
が
、

実
現
に
向
け
て
努
力
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
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効
果
が
な
い
と
は
言

え
な
い
。
議
員
の
方
々
や
各

機
関
の
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
意
見
を
発
表
で
き

る
が
、
関
係
の
な
い
多
く
の

市
民
が
い
る
。
行
政
の
主
役

は
あ
く
ま
で
も
市
民
で
あ
る
。

年
に
１
回
く
ら
い
は
市
民
の

意
見
を
聞
く
と
い
う
の
は
非

常
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
、
市
民
の

意
見
を
行
政
に
反
映
さ
せ
て

い
く
べ
き
と
判
断
し
て
い
る
。
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経
費
に
つ

い
て
は
、
概
算
費

用
で
２
４
０
０
万

円
必
要
と
言
わ
れ

て
い
る
。
第
一
に
、

議
会
の
問
題
で
、

議
員
方
の
判
断
を

仰
ぐ
こ
と
が
必
要
。
ど
う
対

応
す
る
の
か
話
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

�
�
é
ê
ë
ë
ì
í
�
e

î
�
z
�
(
I

�
ï
k
�

映
像
費
用
と
住

民
へ
の
配
信
シ
ス
テ
ム

(

会

議
録
本
文
検
索
、
開
催
日
検

索
、
発
言
者
検
索
等)

が
主

で
あ
る
。
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現
在
の
雇
用
情
勢
は

大
変
で
あ
る
。
平
成
22
年
度

に
向
け
て
も
、
市
独
自
の
対

策
、
国
・
県
の
雇
用
対
策
に

つ
い
て
も
当
然
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
判

断
し
て
い
る
。
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k
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平
川
市
の

緊
急
雇
用
創
出
事
業
は
、
平

成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年
度

ま
で
の
３
年
間
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
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①
11
月
中
旬
こ
ろ
が

感
染
者
数
の
ピ
ー
ク
で
、
現

在
は
少
し
落
ち
着
い
て
い
る

よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

2
n
o
p
8
m

②
優
先
接

種
対
象
者
は
妊
婦
161
人
、
基

礎
疾
患
を
有
す
る
者
２
４
１

３
人
、
１
歳
〜
小
学
校
３
年

生
２
２
０
８
人
、
１
歳
未
満

の
乳
児
の
保
護
者
２
０
５
人
、

小
学
校
４
年
生
〜
６
年
生
と

中
学
生
と
高
校
生
に
相
当
す

る
年
齢
３
０
４
５
人
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
９
１
８
９
人
、

合
計
１
万
７
２
２
１
人
を
見

込
ん
で
い
る
。
優
先
接
種
対

象
者
の
接
種
費
用
の
助
成
は
、

生
活
保
護
世
帯
と
市
民
税
非

課
税
の
世
帯
は
国
・
県
・
市

町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
無

料
に
す
る
と
示
さ
れ
、
市
の

負
担
分
を
想
定
し
、
無
料
に

す
る
こ
と
に
決
め
た
。
１
回

目
、
２
回
目
合
わ
せ
て
６
１

５
０
円
が
無
料
で
あ
る
。
優

先
接
種
対
象
者
の
う
ち
、
市

民
税
課
税
の
世
帯
に
つ
い
て

も
、
１
回
に
つ
き
１
２
０
０

円
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

さ
ら
に
、
優
先
接
種
対
象
者

以
外
に
も
、
生
活
保
護
世
帯
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
つ
い

て
も
同
様
に
助
成
す
る
こ
と

に
決
め
、
事
業
費
総
額
が
６

４
０
０
万
円
程
度
に
な
っ
た
。

助
成
対
象
者
以
外
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
発
生
状
況
を
み

て
判
断
し
た
い
。
③
県
の
方

に
、
こ
れ
か
ら
流
行
の
懸
念

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
治
療

薬
の
流
通
は
十
分
で
、
県
で

備
蓄
し
て
い
る
部
分
に
も
、

ま
だ
手
を
つ
け
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
医

療
体
制
に
つ
い
て
は
十
分
確

保
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
て

い
る
。
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①
養
豚
を
や
っ
て
い

る
時
は
、
も
っ
と
衛
生
上
悪

か
っ
た
。
所
有
者
は
県
外
の

法
人
で
、
大
坊
か
ら
も
要
望

書
が
出
て
お
り
、
そ
れ
に
対

し
て
撤
去
・
安
全
対
策
を
し

て
ほ
し
い
と

要
請
し
て
い

る
が
、
実
現

さ
れ
な
い
ま

ま
今
に
至
っ

て
い
る
。
②

３
つ
の
法
人

が
所
有
し
て

い
る
が
、
住

所
が
不
明
で

あ
る
。
所
有

者
を
明
確
に

し
、
撤
去
に

つ
い
て
指
導

す
る
。
応
じ

な
い
場
合
は
、

弁
護
士
の
意
見
を
聞
い
て
判

断
し
た
い
。
条
例
と
い
う
よ

り
も
、
そ
の
手
段
を
講
じ
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
平
川
市

の
景
観
条
例
は
、
作
成
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

µ
¶
·
�
8
m

①
②
こ
の

施
設
の
所
有
者
の
税
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
個
人
及
び
法

人
の
個
人
的
な
行
政
情
報
で

あ
る
た
め
、
回
答
を
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
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皆
様
方
の
御
協
力
に

よ
り
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
一
市
民
と
し

て
、
平
川
市
発
展
の
た
め
に

努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
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平
成
20
年

度
特
定
健
診
受
診
率
は
32
・

３
％
で
、
今
年
は
35
％
に
上

げ
る
た
め
、
回
数
を
ふ
や
し

て
、
ま
だ
行
っ
て
い
る
。
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郵
便
に
よ

る
検
診
は
、
本
人
と
検
査
機

関
の
関
係
と
な
る
の
で
、
検

査
結
果
の
管
理
が
難
し
い
し
、

費
用
が
割
高
で
あ
る
。
現
在

市
で
行
っ
て
い
る
血
圧
や
心

電
図
等
と
一
緒
に
、
そ
の
人

の
健
康
を
管
理
す
る
と
い
う

作
業
が
、
よ
り
効
果
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

 
!

�
�
�
:
;
<
=
�
>
?

@
A
�
B
�
1
�

C
;
�

毎
年
、
高
齢
者
ひ

と
り
暮
ら
し
世
帯
の
防
火
診

断

(

住
宅
用
火
災
警
報
の
設

置
、
維
持
管
理
の
状
況
、
ガ

ス
、
暖
房
器
具
な
ど
の
点
検)

を
し
て
い
る
。
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平
賀
・
尾
上
地
域

は
39
・
８
％
、
碇
ヶ
関
地
域

で
は
36
・
６
％
で
あ
り
、
市

の
助
成
制
度
は
な
い
。
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救
急
の
受
け
入
れ
体

制
は
、
黒
石
病
院
、
弘
前
地

区
に
も
負
担
金
を
出
し
て
い

る
。
早
く
行
け
る
道
路
整
備

や
、
市
内
で
も
民
間
の
開
業

医
の
指
定
に
つ
い
て
の
努
力

を
し
て
い
き
た
い
。
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農
道
整
備
事
業
が

入
っ
て
い
る
が
、
現
段
階
で

は
当
市
の
農
道
が
だ
め
な
の

か
、
よ
い
の
か
明
確
に
で
き

な
い
。
今
、
陳
情
を
つ
く
ら

せ
て
お
り
、
そ
の
対
応
は

は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
、

今
後
ど
う
な
る
の
か
推
移
を

見
て
い
き
た
い
。
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現

在
、
平
川
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
を
策
定
中
。
図

書
館
で
は
４
ヵ
月
健
診
時
に
、

絵
本
の
紹
介
、
図
書
館
の
活

用
な
ど
、
保
護
者
を
中
心
に

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。
県
内

で
６
市
町
村
が
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
と
い
う
形
で
絵
本
の

配
布
を
行
っ
て
お
り
、
効
果

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。
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発
症
し
や

す
い
年
齢
と
い
う
こ
と
で
、

市
で
は
40
歳
か
ら
、
500
円
の

自
己
負
担
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
30
代
ま
で
対
象
を
広
げ

れ
ば
、
早
期
発
見
の
効
果
が

で
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、

財
政
的
な
負
担
が
伴
う
こ
と

な
の
で
、
関
係
機
関
と
協
議

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

無
料
化
に
つ
い
て
は
、
ほ
か

の
が
ん
検
診
へ
の
影
響
や
、

自
己
の
健
康
管
理
と
い
う
部

分
も
あ
り
、
考
え
て
い
な
い
。
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集
落
か
ら
離
れ
た
所

に
後
か
ら
家
を
建
て
た
場
合
、

本
管
か
ら
そ
こ
ま
で
は
、
個

人
の
負
担
で
布
設
す
べ
き
と

い
う
経
過
が
あ
っ
た
。

�
�
�
�

水
道
工
事
は
昭

和
55
年

(

尾
上
地
域)

、
56

年
(

平
賀
地
域)

か
ら
工
事

が
開
始
さ
れ
、
昭
和
63
年
ま

で
に
終
了
し
て
お
り
、
既
存

住
宅
ま
で
は
、
す
べ
て
配
水

管

(

本
管)
を
布
設
し
た
。

下
水
工
事
は
昭
和
57
年

(

尾

上
地
域)

、
昭
和
58
年

(

平

賀
地
域)

か
ら
始
ま
り
、
許

可
を
受
け
た
地
域
は
、
既
存

の
建
物
に
特
別
な
事
情
が
な

い
も
の
を
除
い

て
本
管
を
敷
設

し
て
い
る
。
下

水
道
工
事
が
後

発
事
業
で
あ
る

た
め
、
下
水
道

管
が
入
っ
て
い

て
も
、
本
管
の

水
道
管
が
布
設

さ
れ
て
い
な
い

所
が
あ
る
。
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平
成
18
年
４
月

１
日
か
ら
統
一
し
た
制
度
と

し
て
、
配
管
布
設
工
事
実
施

要
綱
で

｢

３
戸
以
上
、
新
た

に
新
築
を
計
画
し
て
い
る
場

合
に
つ
い
て
、
200
万
円
を
限

度
に
助
成
す
る｣

と
定
め
た
。

10
年
間
の
使
用
料
と
の
費
用

対
効
果
、
収
益
と
い
う
こ
と

で
決
め
た
経
緯
が
あ
る
。
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今
ま
で
個
人
負
担
で

や
っ
て
き
た
も
の
を
、
違
う

取
り
扱
い
方
法
に
な
る
と
、

市
民
の
不
平
等
感
と
、
行
政

に
対
す
る
不
信
感
を
与
え
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
考
え
て

も
い
な
い
し
、
無
理
で
あ
る
。
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補
助
を
出
す
こ
と
で
、

急
激
に
普
及
率
が
上
が
る
可

能
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た

場
合
は
、
み
ん
な
で
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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①
農
道
整
備
は
、
全

部
廃
止
で
は
な
い
の
で
、
県

に
お
願
い
し
て
い
る
。
県
も

今
ま
で
ど
お
り
の
方
針
で
、

国
に
対
し
て
予
算
要
求
を
す

る
予
定
で
あ
る
。
当
市
も
そ

れ
に
倣
っ
て
予
算
確
保
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金
制
度
は
、
事
務
費
の
削

減
は
若
干
あ
る
が
、
事
業
そ

の
も
の
に
つ
い
て
は
、
影
響

が
な
い
と
考
え
て
い
る
。
農

地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

策
事
業
は
、
予
算
削
減
と
な
っ

て
い
る
。
１
割
程
度
が
削
減

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
今
後

の
予
算
の
結
果
が
ど
う
な
る

の
か
注
目
し
、
予
算
確
保
に

向
け
て
頑
張
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
い
。
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②
防
災
無
線
の

弘
前
大
学
と
の
共
同
研
究
は

合
併
後
、
地
域
防
災
無
線
を

統
合
し
て
、

全
域
で
整

備
す
る
た

め
に
、
財

政
的
に
も
、

提
供
シ
ス

テ
ム
の
方

法
に
つ
い

て
も
調
査

研
究
し
て

い
る
。
平

成
20
年
度
の
視
察
調
査
、
平

成
21
年
度
は
視
察
を
踏
ま
え

て
実
証
実
験
を
し
、
今
年
度

中
に
方
向
性
を
出
す
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
平
川
市
に
は
、

ど
う
い
う
防
災
シ
ス
テ
ム
が

よ
い
の
か
検
討
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
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①
工
藤
議
員
か
ら
は

大
変
厳
し
い
質
問
が
さ
れ
て

き
た
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
私
も
職
員
も
勉
強
し
て
き

た
。
平
川
市
が
ど
こ
へ
出
て

も
恥
ず
か
し
く
な
い
市
に
な
っ

て
き
た
と
感
謝
し
て
い
る
。

②
市
民
の
た
め
、
平
川
市
の

発
展
の
た
め
に
知
恵
を
出
し

合
っ
て
頑
張
る
こ
と
が
重
要
。

議
員
も
一
緒
に
な
っ
て
や
っ

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
職
員
に
や
る
気
を
も
た

せ
、
一
層
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
。
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①
紙
ご
み

は
分
別
の
仕
方
が
複
雑
な
と

こ
ろ
が
あ
り
、
分
別
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く

市
民
に
お
知
ら
せ
し
、
資
源

ご
み
を
通
常
の
収
集
日
に
出

せ
な
い
人
の
た
め
に
３
地
域

に
１
ヵ
所
ず
つ
常
設
の
回
収

拠
点
を
検
討
し
た
い
。
②
今

年
初
め
て
、
ご
み
や
環
境
に

対
す
る
意
識
啓
発
と
し
て
、

｢

ご
み
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン｣

を
開
催
し
た
が
、
今
後
も

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
の

充
実
、
市
内
の
子
供
た
ち
の

絵
画
展
な
ど
、
市
民
参
加
型

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
継
続
し

て
い
き
た
い
。
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平
成
21
年

度
の
課
税
ベ
ー
ス
で
、
１
万

１
４
９
０
人
の
う
ち
４
６
３

０
人
、
40
・
３
％
が
影
響
を

受
け
る
と
算
定
さ
れ
る
。
１

億
８
３
６
０
万
円
が
、
市
民

税
と
県
民
税
で
増
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
平
川
市
へ
の

市
民
税
は
、
約
１
億
１
０
０

０
万
円
の
増
と
な
る
。

(
)
*
+
�
	
,
�
-

�
.

�
�
�
l
m
n
o
�


p

q
5
B
#
$
9
r
&
s
�

��

t
u
v
�
w
o
x
y
7
!
&

9


z
{
|
u
}
5
5
&
~

1
V
8
�
8
'
w
o
U
@
�

�
!
5
.
!
�
�
�
Z
�
�

�
'
E
R
l
m
n
o
�
�
�

9
�
|
5
B
�
�
�
�
.
�



�
�
�
,
�
�
%
&
�
T
"
'

[
\
�
�
�
9
5
5
�
7
!

&
�
�
�
%
�


�
�
�
�

-
�
�
.
!
5
'

[
\
]
^
_
`

①
主
治
医

意
見
書
を
添
付
し
て
２
次
判

定
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
被
保
険
者
の
状
態

が
安
定
し
な
い
等
の
事
情
に

よ
り
、
到
着
が
遅
れ
る
場
合

は
、
認
定
が
大
幅
に
遅
れ
る

実
態
が
あ
る
。
②
係
、
課
の

中
で
協
力
体
制
を
得
て
、
き

ち
ん
と
２
次
判
定
に
つ
な
げ

て
い
る
。
利
用
者
に
不
便
を

か
け
て
い
る
例
は
、
４
月
以

降
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
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平
成
21
年
度
予

算
化
し
て
お
り
、
平
成
22
年

度
も
予
算
要
望
を
考
え
て
い

る
事
業
の
中
で
、
推
奨
品
目

の
リ
ン
ゴ
に
つ
い
て
は
、
り

ん
ご
共
同
防
除
組
織
支
援
事

業
と
し
て
、
防
除
組
織
へ
ス

ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
導

入
に
対
し
て
の
補
助
。
園
地

づ
く
り
の
事
業

(

改
植
・
防

風
網
設
置
・
防
霜
フ
ァ
ン
設

置)

に
対
す
る
助
成
。
高
収

益
作
物
の
生
産
の
安
定
を
図

る
た
め
に
、
夏
秋
イ
チ
ゴ
の

ハ
ウ
ス
栽
培
に
関
し
て
の
補

助
は
、
平
成
21
年
度
で
県
の

補
助
が
終
わ
る
が
、
足
腰
の

強
い
農
業
を
展
開
さ
せ
る
た

め
に
、
新
年
度
は
経
済
部
と

し
て
は
、
市
単
独
で
も
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
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10
月
に
、

私
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

農
林
課
等
10
名
で
構
成

し
、
農
業
所
得
向
上
に

向
け
た
政
策
を
検
討
す

る
チ
ー
ム
で
あ
る
。
具

体
的
な
目
標
値
を
こ
れ

か
ら
定
め
る
と
い
う
状

態
で
あ
る
。
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関
係
機
関
が
一
体
と

な
っ
て
、
今
取
り
組
ん
で
い

る
。
結
果
が
出
る
の
は
、
も

う
少
し
時
間
が
か
か
る
と
推

察
さ
れ
る
。
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当
市
は
リ
ン
ゴ
が
主

体
な
の
で
、
当
然
対
策
を
講

じ
て
、
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

U
`
P
a
W
b
c

�
�
(
Á
�


Â
�
1
U

Ã
�
Ä
8
�
5
'

¥
¦
_
`

販
売
だ
け
で
な

く
市
場
関
係
者
と
の
情
報
交

換
も
考
慮
し
た
計
画
を
調
整

中
。
管
内
の
農
協
等
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
限
ら
れ
た

予
算
を
有
効
に
活
用
し
、
販

売
促
進
活
動
を
行
う
予
定
。
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発
案
者
が
い
た
と
い

う
こ
と
は
な
い
。
私
は
全
然

承
知
し
て
い
な
い
。
私
も
総

代
会
に
出
席
し
た
。
私
が
聞

く
範
囲
内
で
は
、
組
合
長
は
、

｢

事
業
主
体

を
、
行
政
に

お
願
い
し
て

い
る
。｣

と

い
う
発
言
を

し
た
と
思
っ

て
い
る
。
仮

に
市
が
事
業

主
体
に
な
る

と
す
れ
ば
、

当
然
、
非
常

に
大
き
な
問

題
で
あ
る
。

財
政
的
に
40

億
円
と
な
れ

ば
、
仮
に
半
分
補
助
が
あ
っ

て
も
20
億
円
の
財
政
負
担
が

出
る
。
そ
う
簡
単
な
問
題
で

は
な
い
の
で
、
当
然
議
員
の

皆
様
方
と
協
議
し
て
判
断
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
私

は
１
回
も

｢

行
政
が
事
業
主

体
で
や
る
。｣

と
い
う
発
言

を
し
た
覚
え
は
な
い
。

k
=
0

７
月
に
、
組
合
長

を
始
め
10
名
で
要
望
に
来
た

が
、｢

正
式
な
要
望
書
、
計

画
書
を
持
っ
て
こ
な
い
の
か
。｣

と
質
問
し
た
が
、
そ
の
後
ま

だ
来
て
い
な
い
。
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要
望
を
し
て
い
る
の

で
、
そ
う
い
う
期
待
感
を
持
っ

て
書
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
佐
藤
議
員
の
言
う
こ
と

も
理
解
で
き
る
。
大
き
な
問

題
な
の
で
、
正
直
、
こ
う
い

う
書
き
方
と
い
う
の
は
ど
う

か
な
と
い
う
気
も
す
る
。
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平
成
22
年
２
月
16
日(

火)

�
�
�
�
�
�
	



【
㈱
ア
ッ
プ
ル
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
】

学
校

給
食
等
の
カ
ッ
ト
り
ん
ご

利
用
状
況

【
平
川
市
屋
内
プ
ー
ル

(

ゆ
う
え
い
館)

】

利
用

状
況
、
天
井
耐
震
補
強
工

事
の
状
況
調
査

�
�
�
�
�

現
地
視
察
調
査

�


�
�
�

佐
々
木
利
正
、
齋
藤
正
明

福
士
惠
美
子
、
佐
藤

雄

齋
藤

律
子
、
葛
西
清
仁

大
川

登

(

計
７
名)

�
�
�
�
�

小
田
桐
信
勝

�


�
�

㈱
ア
ッ
プ
ル

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役
社
長

大
湯

知
己
、
教
育
委
員
会
事
務

局
長

櫻
庭
正
紀
、
平
賀

総
合
運
動
施
設
長

今

英
明
、
同
管
理
係
長
中
嶋

民
保
、
議
会
事
務
局
主
幹

兼
議
事
係
長
清
藤
哲
彦
、

主
事
黒
滝
奈
穂
子

(

計
６
名)

�
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【
㈱
ア
ッ
プ
ル
フ
ァ
ク
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リ
ー
ジ
ャ
パ
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】
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◇
利
用
先:

業
務
用

(

学

校
・
福
祉
施
設
、
保
育
・

幼
稚
園
の
給
食
用
デ
ザ
ー

ト
等)

◇
所
感:

徹
底
し
た
衛
生

管
理
、
す
べ
て
手
作
業
、

受
注
し
て
か
ら
の
生
産
と

い
う
可
能
性
と
特
殊
性
を
、

さ
ら
に
内
外
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
事

業
の
拡

大
に
つ

な
げ
て

ほ
し
い
。

【
ゆ
う
え
い
館
】

◇
工
事
費‥

１
５
８
８
万

８
０
０
０
円

◇
工
期‥

平
成
21
年
10
月

22
日
〜
平
成
22
年
３
月
12

日◇
利
用
状
況‥

平
成
21
年

度

(

４
〜
12
月)

月
平
均

入
場
者
数
は
子
供
以
下
321

人
、
大
人
566
人

◇
所
感‥

耐
震
補
強
と
い

う
こ
と
で
、
工
事
量
は
か

な
り
多
い
。
目
に
見
え
る

部
分
は
少
な
い
が
、
今
後

は
安
心
し
て
泳
げ
る
こ
と

と
思
わ
れ
る
。
ゆ
う
え
い

館
の
休
館
は
３
月
末
ま
で

と
な
っ
て
い
る
が
、
工
事

は
既
に
終
了
し
て
い
る
よ

う
な
の
で
、
検
査
、
引
き

渡
し
を
す
み
や
か
に
行
い
、

早
期
の
開
館
、
業
務
の
再

開
を
望
む
。

ま
た
、
今
後
利
用
者
拡

大
に
向
け
て
の
努
力
を
期

待
す
る
。
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平
成
21
年
１
月
17
日
告

示
の
第
１
区

(
旧
平
賀
町

の
区
域)

補
欠
選
挙
に
立

候
補
し
た
２
名
が
当
選
し
、

当
市
議
会
議
員
は
24
名
と

な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

任
期
は
、
残
任
期
間
で

あ
る
た
め
、
平
成
23
年
７

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

な
お
、
１
番
か
ら
17
番

ま
で
の
議
席
番
号
は
、
順

に
繰
り
上
が
り
ま
す
。
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◆選挙管理委員

氏 名 住 所

内山 久人 唐竹苺原58番地２

小田原喜佐夫 碇ヶ関112番地５

今井 貞勝 松館井ノ上28番地６

佐藤 正道 金屋上松元34番地４

◆選挙管理委員補充員

氏 名 住 所

１位 大湯 勝 碇ヶ関古懸堂ノ上99番地３

２位 船木 忠博 新山松橋127番地５

３位 �西 弘 新屋栄館266

４位 中畑 政彦 碇ヶ関鯨森35番地11

※補充員は､ 選挙管理委員が欠けた時に１位から順番に､
選挙管理委員となります｡
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■コメント■：平川市議会では､ 議員が質問方式を選べる選択制を採用していますが､ 議会運営委員会では､ ア
ンケート結果や各自治体議会を参考に､ 統一した方式を検討しています｡ 傍聴者にとって､ わかりやすく､ 白熱
して盛り上がるのは一問一答方式ということがわかります｡ いずれにせよ､ 理事者側・議員側も勉強して質問・
答弁をし ｢わかりやすく､ 簡潔に｣ が第一であることを忘れないように､ これからも頑張ります｡
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■コメント■
議会を傍聴する方たちなので､ ｢議会だより｣ も､ 読

んでいただいていることがわかります｡ 毎戸に配布し､
公共施設に設置していますが､ インターネットにも掲載
しています｡ 傍聴者の方は､ インターネットを見る環境
にない方が多いのですが､ 傍聴できない方や ｢議会だよ
り｣ を見る機会のない方のためにも､ 今後も情報の充実
を図っていきたいと思います｡
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・答弁者は市長が多いが､ 各部長の詳しい答弁がもっとあっても良いのではないか｡ 今回 (９月) は傍聴者が少な
いと思った｡ 議会を傍聴すると､ 市行政の様が分かり大変勉強になる｡ 多くの方々の傍聴を進めたい｡ (９月)
・毎回傍聴に出席される方が少なくなった事 感じていますので､ PRを考えてみて下さい｡ (９月)
・ ｢議会だより｣ に書くだけでなく､ 傍聴者をふやすもっといい方法はないのでしょうか？市民がみんなで考えて､
行政にもっと感心をもって！！ (６月) ���������	
��
������������������
������ !��"#$%��&
'&()*�&��+

・住民のだれもがインターネットで見られるか､ 皆に見られるわかりやすい情報にしてほしい｡ (１２月)
�,-.�/�012345$0674�89-,:;<=>�<22>?�@�'A�BC�DEF.�GH�I

JKDL�	M5M5
��EN(.O�&(P&��+Q6.�RSTUVWX��YZ[�\A�]^_

`�DE(&*��+�5��ab�55EN(������c�.de��K�fg(hiEFK&$L�j

EN(Kk5l��'+

・ややもすれば､ 我田引水的な質問者もあると思いますので､ 大局的にしてもらいたい (特定区域)｡ (９月)
・開かれた議会､ わかりやすい議会のよりよいあり方として考えられる事は､ 議会で話すだけでなく､ 地域に出向
いて住民の声を聞く事が大事｡ 議会報告会のような形で､ 行政・議員とでの話し合いをすることが､ より一層
納得､ 説得ができるのではないか｡ 議員はもっと住民の中に入っていって情況を見極める事｡ 行政も議会も住
民の声を無視してはいけない｡ 前向きな姿勢を望む｡ (９月)
��m�no�DE,p(���_`�DE(q&�hi��+rsMtuvDlK(�wx&��'+

・質問する人と､ 答える人だけの話合いでなく､ 議場にいる人に､ みんなにわかるようにしてほしい｡ (９月) �y
�("l��+z{&'���+

・議会だよりで､ 議員の出席状況を明らかにしてほしい｡ 選ばれた方で市民の見本と言うか､ 模範になる方々です
から任務と役割を考えると重視したい｡ (９月) �|�.�}p-�~-,�\A����p����&��+y
�'A�,-����}p-�.���v�l��'+

・議会の時間､ 議員態度の悪さ､ あきれる｡ 税金のむだ｡ 住民の代表の役目がなってない｡ (１２月) �-��-,
K��
�48�"l��-�
M&4KDl��'+q����Dl�%���'+��������"l�

�+

・議会開会､ 閉会の時間は決まっているのか｡ 以前､ 午後の議事案がまだ残っているのに３時で終わった｡ 仕事を
調整して来た時もあった｡ (６月) �-,.,�K-,��L��-��-����������+� ����

��&$�'���q���k�Dl�%���'+

議会を傍聴している方は､ 市政に関心が高い人たちで､ 厳しい御意見は､ 平川市をよりよくしたいという気持
ちがあらわれています｡ 真摯に受けとめたいと思います｡
傍聴できない人のためにも､ 今後は情報提供の仕方も検討しなければなりません｡ しかし､ 実際に傍聴すると
いうのも貴重な体験です｡ 議会を傍聴してみませんか？

� � � � � � � � � ����������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������

	
��
◆２月15日に､ 親政会の役員変更がありました｡

現在の会派別人数 平成22年２月15日現在
役職名 旧役員名 新役員名
会 長 小田桐信勝 對馬 實
幹事長 田中 友彦 工藤 竹雄
監 事 齋藤 正明 齋藤 政子
監 事 佐々木利正 小野 長道
会 計 對馬 實 佐々木利正

会派名 人数 備考
親政会 １４名
正進会 ５名
無会派 ５名 (うち政党所属2名)
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